
ボンドE48ロ
● 日本道路公団維持修繕要領 ・橋梁編 ・塗装材料による規格適合品

ボンドE480rよ、特殊変性エポキシ樹脂を主成分とする2液弾性型塗装材です。

エポキシ樹1旨本来の持つ性質 (しゃ塩性、酸素ガス ・炭酸ガス透過阻止性、

接着性)を 損なわず、ひび害!れ追従性に優れ、コンクリート構造物の中塗り

用塗装材に最適です。

E暫 ヨ1目 |レ
]チ 多け三 :『看脅?編 扇官橿化掃鵠≧窒

道等の壁高欄、橋脚等の塗装材 (中塗り用).

耐水性、耐アルカリ性、耐塩水性に優れます。

ひび割れ追従性に優れます。

プライマーとの併用により、コンクリー ト、モルタルに優れた接吉性を示します。

項  目 主 剤 硬 化 剤

主  成  分 特殊変にェポキシ樹脂    |  ~  変 性ポリアミラ
外 観 灰色液体     ~下

~ ~ ~ ~  病

裏 孫不

粘 度 4500± 1500mPa・ s(23℃ ) 2500± 500mPa・ s(23℃ )

混  合  比 主剤 :硬化剤=5:1(質 量比)

可 使 時 間 約60分 (20℃、500g)

米1■状は改長のため ,告 なしに変更する場合があります.

即囲残隅‰樹謎:見
を
離れ鴨翫ネケ啓、L分翻合撹絆して使用してください。

●一度に混合する量は、可使時間内に使いきれる三にしてください。

●器具類に付着した樹脂は、硬化する前に有機溶キ1でふき取ってください。

●施工後24時間以上の養生が必要です.養 生にあたっては、過度の振動、衝撃、水分などを与えない

ように注意してください。

●低温時は硬化が著しく遅れます。原則として5℃以上の環境で使用してください。

(日本道路公団維持修繕要領 ・橋梁編 ・塗装材料に基づく)

工 程 使用材料
使用量

(kg/m2)
施工方法

次工程までの

塗布間隔(20℃

含浸ブライマー E200P 0 2 ローラー 3時間～3日

パ テ  層 E395 0 3 ゴムベラ、コテ 1日 ～3日

中塗り① E480      02 回―ラー 1日 ～3日

中塗 り② E480 0 2 回―ラー 11日 ～3日

上 塗 り Uコ ー トF 015 ローラー

耐 水

追 従

撥 着

性 :

性 !

性 :
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1日 本道路公団維持修繕要領 ・橋梁編 ・塗装材料による試験結果

項  目 試験条件 成 績 日本道路公団塗装材料の規格
試 験 対 象

塗 膜 名

塗 膜 の 外 観

標準養生後
塗膜 ほ均―で、流れ む ら ,

ふ くれ 。われ やはがれがない
塗膜ほ均一で、流れ む ら ふ くれ

われ は がれのないこと

全体塗膜
促造耐候性試験後

白EEttrよなく、 塗 膜 にふ くれ
われ ・はがれがない

自亜イし̀よ′よく、 塗 膜 に小 くれ
,わ れ ‐はがれのないこと

温冷繰返し試験後 塗 膜 に ふ く れ ,わ れ ,は が れ が な い   塗 嘆 に ふ くれ  わ れ  は が れ の な い こ と

耐アルカリ性試験後 同 上 同 上

し ゃ  塩  性 標準養生後 測定下限値 (08× 10屯)以 下
塗 膜 の 塩 索 イ オ ン透 過 量 が       |
50X10■ mg/om2以 下 で あ る こ と    |

酸素透過阻止性 標準養生後 37× 102
塗 膜 の 酸 秦 透 週 量 が            = 材

50× 102mgん m2以 下 で あ る こ と      と ,7ド

水蒸気透過阻止性 標準養生後 0 8 青品静合季挿導雰督こと     | こ二務
中 性 化 阻 止 性 中性化促進試験後 0 0 中性化深さがlmm以 下であること

ヨンクリートとの

付着性

主な破断場所

基板破壊

基板破壊

基板破壊

基板破壊

塗膜とコンクリートの付着強度が

10N/mm2以上であること
全体塗膜

標準養生後 234

促進耐候性試験後 249

温冷繰返し試験後 258

耐アルカリ性試験後 222

ひび書!れ追従性

伸び(mrn) 判定方法

最大値
塗膜の伸びが0 40mm以 上であること 主 材

■、 ■″ヾ
標準養生後(常温靖) 073

標準養生後(低温時) 026 最大値
塗膜の伸びが0 20mm以 上であること 仕上材

促進耐候性試験後(常温時) 050 最大値

※塗装仕様は前項による。

2硬化樹脂の性能規格 (社内規格値)

項  目 社内規格値 試験方法
Ｌ
エ 重 1 25EL0 05 」iS K 7112

伸   び   率  (%) 100以上 」iS K 7113

※者生 :20± 1てで7日間養生後80てで60分加熱 (建設省アル骨補修指針による)※ 消1定 :20± 1℃、65±5%RH

引火性の液体です。有横溶剤中毒の恐れがあります。使用後も溶剤臭がなくなるまで換気し

てください。健康に有害な物質を含有しています。かぶれやすい物質です。

注意事項 :本 品は皮 フに付青 した り蒸気 を吸入す ると、かぶれ、中毒やその他の健康障害 を起 こす恐れがあります。 ド HLの

注意事項 を守って取 り扱 って ください。

1所 定の用途以外には使用しないt
2作 業場所には、局所換気装置を設ける.
3取 り扱い中は戊フにふれないように注意し 保 護具を有月]する.
11皮りlltい後は、子洗いおよびうがいを充分に行う。
5作 業衣などに付着した場合は、すみやかにその汚れをよく需とす。
6皮 フに付着した場合はすみやかにふき取り、有ケンと水でよく洗い落とす。鳩みや外観に変化がある場合には医師の診祭を受けるぅ
7深 気などを吸い気分が悪くなった場合は 空 気の清浄な場所で安静にする。必要に応じ医師の診察を受ける.
8恨 に入った場合は多量の水で洗い、必要に応じ医仲Fの診祭を受ける,
9保 管条件 i40で以下,使 用後者封〔
10廃 14は法令に従って処理すること,

米使用にあたっては、製品安全データシー ト (MSDS)を お読みください.

※本品は使用方法 使 用条件によって本来の性能を発揮できない場合があります。事前に日的の用途に適合するか必ずjE認の上 ご 使

用ください。(記載の性状等は2005年8月現在のものです。不明の点はお問い合せ願います。)

国際単位系(SDによる数値の換算は、l kgf=9.8N、lcP=lmPa・s、l kgf・cm=9.8×102」、lMPa‐ lN/mm2です。
lN/mm2は約10.2kgf/cm2に相当します。

1理さ 場群キ督ク 千ま押軸ぴ納 glL腎よ
う
ヨ岩聾妄籍F欽瀞柑輪『‰ &せ讐盤輪‖型 二

L倒距踏汚調/・E480:18kgセット(主剤
:1 5kg、硬化剤:3kg)

コエン株式会社 ボンド事業本部
大阪本社/大阪市中央区平野町2+2(沢 の鶴ビル) 〒 54■0046 TEL06(6228)2961 FAX06(6223)2927

東京本社/東京都千代回区神田錦町23(付橋スクエア)〒 101 0054 TEL03(5259)5737 FAX03(5259)2144

名古屋支店 TEL052(262)8173

福岡支店 T E L 0 9 2 ( 5 5 1 ) 1 7 6 4

札幌= 店  T E L 0 1 1 ( 6 1 2 ) 0 2 1 1

FAX052(262)8175

FAX092(551)1545

FAX011(612)0219

仙台営業所 「E L 0 2 2 ( 2 1 1 ) 5 0 3 1

北聞東営業所 「EL027(324)3002

南関東営業所 「EL046 1229)9610

FAX022(211)4990

FAX027(324)H187

FAX046(229)9636

金沢営業所 TEL076(223)1565 FAX076(223)4794

広島営業所 TEL082(507)1 91l FAX082(507)6676

高松営業所 TEL087(835)2020 FAX087(335)4623

Eテ R0803 E4BO サ丹;ま視‖‖;獄:杯:


